
十
勝
岳
の
噴
火
と
泥
流

　

1
9
2
6
（
大
正
15
）
年
5
月
24
日
午
後
4
時
17

分
、
大
雪
山
系
の
十
勝
岳
（
標
高
2
0
7
7
ｍ
）
が

大
爆
発
を
起
こ
し
た
。
こ
の
爆
発
に
よ
り
中
央
火
口

丘
一
帯
が
破
壊
さ
れ
、
火
山
灰
は
空
を
覆
い
、
溶
岩

は
積
雪
を
溶
か
し
て
泥
流
と
な
っ
て
、
火
口
か
ら

2
･
8
㎞
下
の
鉱
山
事
務
所
ま
で
わ
ず
か
１
分
間
と

い
う
お
そ
る
べ
き
速
さ
で
下
っ
た
。

　

泥
流
は
さ
ら
に
美
瑛
川
、
富
良
野
川
に
わ
か
れ
て

流
れ
、
家
屋
、
橋
、
鉄
道
な
ど
を
破
壊
し
、
25
㎞
離

れ
た
富
良
野
原
野
を
埋
め
尽
く
す
の
に
25
分
間
し
か

か
か
ら
な
い
と
い
う
物
凄
さ
だ
っ
た
。

　

こ
の
泥
流
に
よ
り
死
者
、
行
方
不
明
者
は
1
4
4

人
、
家
畜
は
64
頭
が
死
に
、
建
物
全
壊
、
流
出

3
7
2
戸
、
田
畑
流
失
7
4
0
ha
、
被
災
者
は

1
5
0
0
人
余
り
、
損
害
額
は
2
5
6
万
円
と
い
う

自
然
災
害
で
は
か
つ
て
な
い
未
曾
有
の
惨
事
と
な
っ

た
。

　

こ
の
災
害
と
復
興
を
モ
デ
ル
に
し
た
の
が
三
浦
綾

子
の
小
説
『
泥
流
地
帯
』
で
あ
る
。

　
　

…
地
底
を
削
る
よ
う
な
激
し
い
音
を
立
て
、
泥

　
　

流
は
滔
々
と
流
れ
て
い
る
。
助
け
を
求
め
て
人

　
　

が
流
れ
る
。
ど
こ
か
の
家
が
山
際
に
突
き
当

　
　

た
っ
て
、
バ
リ
バ
リ
と
壊
れ
る
。
馬
も
幾
頭
も

　
　

流
れ
て
行
く
。
丸
太
が
流
れ
て
行
く
。
…

　

十
勝
岳
は
活
火
山
で
、
そ
れ
以
前
に
も
1
8
5
7

（
安
政
4
）
年
と
1
8
8
7
（
明
治
20
）
年
に
爆
発

が
あ
り
、
こ
れ
以
後
に
も
1
9
6
2
（
昭
和
37
）
年

6
月
29
日
と
30
日
に
2
度
、
爆
発
が
起
こ
り
、
噴
火

口
付
近
で
硫
黄
採
取
中
の
作
業
員
ら
5
人
が
死
ん
で

い
る
。
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●お問い合わせ先
　上富良野町教育委員会　

Tel. 0167-45-5511
　土の博物館「土の館」　

Tel. 0167-45-3451
　　 開館日：5月1日～9月30日　無休　
            10月1日～4月30日　土・日・祝
　　　　　　日、年末年始休館
　　 開館時間：10時～16時

1926年の十勝岳噴火は後に三浦綾子氏が
『泥流地帯』として、復興を描いている。

を
甦
ら
せ
よ
う
と
客
土
を
繰
り
返
し
、
最
上
部
の
現
代
の

土
層
と
な
っ
た
。
そ
の
作
土
層
に
、
ど
ん
底
か
ら
雄
々
し

く
立
ち
上
が
っ
て
い
っ
た
人
々
の
強
い
意
志
を
汲
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
。
世
界
に
類
を
見
な
い
標
本
で
あ
る
。

　

２
番
目
の
棟
は
「
農
機
具
伝
承
館
」
Ａ
棟
、
B
棟
で
、

北
海
道
に
初
め
て
導
入
さ
れ
た
80
年
前
の
鉄
車
輪
ト
ラ
ク

タ
や
1
0
0
年
前
の
実
働
す
る
カ
ナ
ダ
製
の
蒸
気
式
ト
ラ

ク
タ
な
ど
歴
史
を
伝
え
る
世
界
の
ト
ラ
ク
タ
80
台
が
並

ぶ
。
ト
ラ
ク
タ
博
物
館
の
規
模
で
は
世
界
一
だ
。

　

眼
前
に
十
勝
岳
を
望
み
、
背
後
に
先
人
の
眠
る
丘
を
持

つ
こ
の
地
は
、
農
業
に
生
き
る
人
々
の
„
土
の
拠
点
“
と

な
っ
た
感
が
あ
る
。

「
土
の
館
」


